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た｡これらの言T潤の叩故は baitcd 言現尺乱 残り半mは
unbaited言T!屈であり,両附や,rLGの耶2エペ行のTJR紙をmfT
すれば.上述の2相の方略の作Fr)を分化的に枚lIするこ
とができる｡
方 法
被験休 :ニホンザル班6頭 (三万-13,三万-15.
市的-38,以上OT郡 ;高崎-40,小豆島-3,勝山-
3.以上SDR耶)｡
主法閃 :刃i大型 WGTA,デジタル･タイムカウンター,
刺激休ストック(日本モンキー･センタ-より借用)お
よびホワイト･ノイズ用スピー カー｡
手続き:刺激体ストックより選んだ一対の刺激につき
OTおよびSDRを24日間行なっキ01日の訓練は50試
行｡SDRは平均25,20,15試行ごとに逆転する trial
韮準法によった｡テストに使用する刺激体60対をストッ
クより任意にえちび,偶肘TiJ･テスト問にラングマイズ
して使用した｡
結 果
1:SDRで逆柾を学習した胴肘 ま.訓純につれテス
ト成折が上昇した｡-T･赴T.1)は文持された｡
2:OTに伴なう拙化刺撤退択傾向の州加は見 られ
ず.IT･想2)に反すろ紙穴が得られた｡
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